






間は ｢(達成したい) 目的→ (より適切な) 手段
→ (選んで) 行為｣ といったかたちで行動をとる
存在であるはずだった｡ ところが, 産業革命以降,
技術 (テクノロジー) が発達してくると, この順
番に逆転現象が生じてくる｡ すなわち, ｢(所与の


































ただし, 携帯端末の操作や利用に関して, 利用者層の偏りそのものを変えることは難しいし, 電子情報だけで
全ての情報が提供できるわけではないので, 今後は, 現場やサイン, 紙媒体といったアナログ情報との連動・連
携を踏まえた展開が望まれる｡
キーワード：まち歩き, オープンガーデン, 散索型モバイルwebアプリケーション



































(17％) や公園緑地 (13％), 図書館・公共施設
(9％) 等, 時間消費型のレジャー活動がある程度
の割合を占めてはいるものの, モール・商業施設


















の設立をサポートしている｡ この ｢花恋人 (カレ








































している (図 4)｡ この区分による地区内移動の








みると, 南部のピークが 50～60代にあり 20～40
代が少ないのに比べ, 中部は 50～60代, 20～40
代, 10歳以下ともに多い｡ 北部は, 30～40代が
多いのが特徴となっている (図 5)｡
表 1のトリップ数を居住人口一人あたりで割っ












鉄道 路線バス 自動車 2輪車 自転車 徒歩 その他 不明 計(％)
トリップ
実数
北部→北部 1.3 0.4 31.9 1.0 28.5 35.3 0.0 1.6 100.0 40841
中部→中部 2.6 0.8 28.4 1.3 21.5 42.7 0.0 2.7 100.0 46813











め, 本研究では, 調査フィールドとして, 流山市
で ｢ながれやまオープンガーデン｣ として公開さ
れている 7つの地区 (①江戸川台東, ②江戸川台
西, ③初石, ④流山セントラルパーク, ⑤宮園,

























が 78.4％, 60歳代が 44.8％と最も多くかった｡
交通手段は電車が 32.0％, ついで自家用車が 28.0
％, 徒歩のみが 22.7％, 自転車が 22.2％であった
(図 9)｡ また, はじめて訪れた人が 56.8％, 流山
市外から訪れた人が 54.6％となっていた｡
訪問した庭の数を集計したところ, 8つ全てを
まわった方は 37.6％を占めていた (図 10)｡ また,
訪問する庭の選び方に特定の傾向があるかどうか,
因子分析で類型化を試みた｡ 固有値および寄与率
等の基礎分析結果 (表 2) と, 各変数 (訪問した
家) の因子に対するローディング (偏相関マトリッ











た人だけを見てみると, 地点 CD間, DH間,
CH間ではほとんど等距離だが, 実際には CD
間, DH間, CH間の移動がそれぞれ 145件,
58件, 20件と大きな偏りを見せている (図 12)｡
また, CD間の移動においても, Cから Dへの
移動が 114件と逆経路 (Dから Cへの移動) の
3.7倍も多くなっていることがわかる｡ このこと























































る(6)｡ そこで, 情報提供のかたちとして 10項目








合 計 分散の ％ 累積 ％ 合 計 分散の ％ 累積 ％ 合 計
1 3.517 43.957 43.957 3.517 43.957 43.957 3.153
2 1.461 18.268 62.225 1.461 18.268 62.225 2.554
3 .849 10.611 72.835
4 .705 8.815 81.650
5 .532 6.648 88.299
6 .449 5.613 93.912
7 .312 3.904 97.816



























( 1 ) 今道友信, 『愛について』, 講談社, 29ページ





( 3 ) ある特定の目的やイデオロギーに拘泥する形で
レジャー活動や遊びを位置づけるリスクを下げる
ことができそうだ, という意味｡




( 5 ) 総武流山電鉄と JR常磐線とが接続しているの
は, 千葉県松戸市にある馬橋駅である｡


























として ｣ 『情報と社会』 21号
着地型観光支援ツールとしてのデジタルマップの可能性 253
《注》
参考文献
表 3 訪問庭の偏相関マトリックス
成 分
1 2
Ｆ邸訪問者 .925
Ｇ邸訪問者 .892
Ｅ邸訪問者 .834
Ｄ邸訪問者 .631
Ａ邸訪問者 .847
Ｂ邸訪問者 .841
Ｃ邸訪問者 .707
Ｈ邸訪問者 .366
因子抽出法：主成分分析
回転法：Kaiserの正規化を伴うオブリミン法
a. 5 回の反復で回転が収束しました｡
